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設が 4あった.造影 CT検査は緊急検査可能な施設が 21,
数日待機する施設が 3あった.
深部静脈血栓症の発生症例は 29あり,大腿骨頚部内
側骨折が 4,転子部骨折 14,骨幹部骨折 1,顆上骨折 1,脛
骨高原骨折 3,骨幹部骨折 2,膝蓋骨骨折 2,骨盤骨折 2
患者の受傷時平均年齢は 75. 7歳, DVTと診断された






















の D-dimerは 7.98であった. 徒手整復, シーネ固定し入
院,後日手術予定となった.6/11腰椎麻酔後エスマルヒ,
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を行った.【対象と方法】 対象は 2011年 5月から 8月
に当院に入院した大腿骨近位部骨折患者のうち, 術前に
D-dimer値の測定, 下肢静脈超音波検査を行った男性 3
名, 女性 21名の計 24例.手術の前日に D-dimer値の測
定,下肢静脈超音波検査を行い,超音波検査にて血栓を
認めた際に DVT陽性とした.【結 果】 受傷から検査
までの平均日数は 7.0日であり 24例中 5例 (約 21％)に
DVT陽性を認めた.発症部位は膝窩静脈より近位であ
る近位型 3例,膝窩静脈より遠位である遠位型 2例で
あった. 平均年齢は DVT陽性例が 79歳, 陰性例が 82










平均 5日に おける D-dimerのカットオフ値は 14μg/
mLであったとの報告があるが,今回の我々の症例を
カットオフ値 14μg/mLで検討すると感度 0％, 特異度
68％という結果になった.症例の置かれた条件が異なる
場合は一律のカットオフ値の設定は困難であるといえる
だろう.また,抗凝固療法中の患者に対する半年後の静
脈造影検査にて 61％に血栓の部分残存及び拡大があっ
たとの報告があるが,今回我々の調査でも心血管系,脳
血管系などの基礎疾患に対する抗凝固薬内服歴があって
も DVTの合併が認められた.抗凝固薬内服歴があって
も無症候性の DVT合併の危険性はあると認識するべき
であろう.
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